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平成２７年６月に配布しています
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1 グラッときたら、身の安全
2 落ち着いたら、火の元確認
3 戸を開けて出口の確保
4 慌てず、余震に備える
5 お向かいや上下階の安否を確認
6 協力し合って救出や救護をする
7 避難は[えんばん遊園]か[くじゃく遊園]へ
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チェックカード

常に７日分の水と食料を備えておきましょう。

  震災時には〈自助〉〈近助〉が基本です。
〈共助〉は団地内の人たちが協力し合います。
〈公助〉は遅れて来ます。

発災時お知らせ

災害発生時の住人安否確認のために貼り付けています

全員 です無事
日本総合住生活株式

会社

発災時お知らせ

災害発生時の住人安否確認のために貼り付けています 日本総合住生活株式
会社

SOS

避難をするときはチェックをして玄関ドアに貼り出してください。

「無事！」の緑のバンダナ
無事なお宅は北窓の手摺に結んでください。

お互いがチェックし合って
出していないお宅を〈地区本部〉に連絡してください。

避難する時は忘れずに！

電気ブレーカー

ガスの元栓

水道の元栓

避難先を管理組合に連絡

～玄関ドアの内側に貼っておきましょう～

メモ欄（避難先など）ボールペン可

号室 氏名このシートは「ドアの外側に貼る」「メモ
として渡す」等の連絡に使えます。

日本総合住生活株式
会社

表 裏

（震度５弱以上の地震で集会所に地区本部ができます）

お隣さん・上下の方の確認をしましょう。
できる限りお互いが助け合いましょう。

安否確認カード

そのとき
災害時に家具が転倒した、怪我をしたなど様々な事態が想定されます。

安否確認カードを玄関ドアの外側に貼り出してください。

その安否確認情報を地区本部に伝えてください。

普段は玄関ドアの内側に貼っておいてください。

災害時安否確認グッズ

平成２８年５月に配布しています

参考資料 2
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参考資料 3

アンケート調査結果による団地の現状

　けやき台分譲団地の各世帯を対象に実施した自助や共助など防災に関するアンケー

ト調査結果を総括すると、以下に示すように防災対策が進んでいる世帯が多く、住民

の共助の意識も比較的高い傾向が見られます。災害発生時には、可能な限り自ら協力

したいと考える住民の方が多いものの、平常時の防災委員会の活動に積極的に関わろ

うと考えている住民の方は少ない傾向が見られます。

　一方、防災委員会に対する平常時および災害時における期待が高く、特に災害時

には多岐にわたる分野での期待が寄せられています。

○ 自助について

　・家具転倒防止対策をしている（一部しているを含む）世帯が 60％程度を占めて

　　います。

　・食料や飲料水を備蓄している世帯が多く、食料は「２～３日分」が 40～ 50％

　　程度、飲料水は「２～３日分」が 60％程度の結果となっています。

　・家族間の連絡方法を話し合っている（話し合った）世帯が 60％程度を占めてい

　　ます。

○ 共助について

　・共助を進めるために必要なことは「団地内で気軽に参加できる防災訓練を実施

　　する」「団地内で話し合う機会を設ける」「団地内で防災に関して学ぶ機会を設

　　ける」と考える方が多い結果となっています。

　・隣近所のためにできる助け合いは「安否確認」が 70%程度と最も多く、「避難

　　するときの手助けが必要」と考えている方が 60%程度という結果となってい

　　ます。

○ 防災委員会について

　・平常時に「防災備品の充実」「防災訓練の開催」を防災委員会に期待する住民の

　　方が多い結果となっています。

　・災害時に「被害状況などの把握」「住民の安否確認」「支給された物資の配布」

　　「情報収集」「高齢者への支援」を防災委員会に期待する住民の方が多い結果と

　　なっています。
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保有する防災備品
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平成29年1月31日

アルミ製ニューテント
折りたたみ式リヤカー
二つ折り担架
スタンドパイプ
救助工具セット
〈まかないくん〉30型
〈まかないくん〉バーナー
カセットコンロ〈風まる〉
3電源防滴ラジオ
コードリール30m・50m
ワンタッチテント
簡易トイレ
ショルダー型メガホン-小
ショルダー型メガホン-中
ショルダー型メガホン-大
シグナル誘導灯
折りたたみテーブル
バーベキューコンロ
脚立（大）
幟旗
ブルーシート
サニタリークリーン
ポリタンク20ℓ
ポリタンク10ℓ
標識ロープ
救急箱
2連式ハシゴ

1
2
3
4
5
6
7
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9
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11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27

4
2
2
2
1
2
1
2
2
4
7
6
2
1
1
2
9
1
1
3
30
200
20
60
1
1
1

防災倉庫
集会所・防災倉庫
防災倉庫
防災倉庫
防災倉庫
防災倉庫
防災倉庫
防災倉庫
集会所倉庫
防災倉庫
防災倉庫
防災倉庫
集会所倉庫
集会所倉庫
集会所倉庫
集会所倉庫
防災倉庫
防災倉庫
防災倉庫
防災倉庫
防災倉庫
防災倉庫

ダストボックス・防災倉庫
防災倉庫
防災倉庫
集会所倉庫
倉　庫

H23・24
H24
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H27
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品　　名No. 数量 保管場所 入手年度
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※　　2連式ハシゴは大きくて撮影困難。27
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